
事業報告附属明細書（事業別報告） 

 

法人運営事業 

法人運営事業（５９，４４２，７４３円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（運営補助金）                 ５２，３９５，９８７円〈収〉 

 会費（団体会員５２件、個人会員１，２２９件、賛助会員２６件） ５５０，７００円〈収〉 

 ホームヘルプサービス事業から繰入             ９，００９，１１６円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入         １，３３０，４５９円〈収〉 

 共同募金運動啓発事業助成金                  ２６５，０００円〈収〉 

 人件費                         ５３，０７６，４０６円〈支〉 

 人件費負担金                       ３，７８４，４３０円〈支〉 

 事務所使用料                         ６２０，１８９円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。事務所使用料の総金額は４，１３４，５９５円） 

 社協だより「いきいき」発行費                 １４５，５３０円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。社協だより発行費の総金額は１，２６１，２６０円） 

 感謝状贈呈にかかる事務費                    ６９，８５０円〈支〉 

 その他法人運営にかかる事務費等              １，７４５，９８６円〈支〉 

 法人運営事業積立資産への積立                     ３５２円〈支〉 

（２）職員構成（令和４年３月３１日現在） 

 ▽部署別 

部署名 人数 

常務理事 １  

事務局長 １  

センター長 １  

事務局次長 １  

センター次長 ２  

総務係 ２  

地域福祉係 ３  

生活支援係（ヘルパー、生活支援員を含む） ５８  

地域包括第１係 ７  

地域包括第２係 ８  

合  計 ８４  

 ▽区分別 

区分名 人数 

市派遣職員 ２  

一般職員 １４  

嘱託職員 １６  

臨時職員 ２  

非常勤職員 ５０  

合  計 ８４  



（３）会員加入状況 

区分 加入数 会費（年額） 

個人会員 １,２２９名 ３００円 

団体会員 ５２団体 ３,０００円 

賛助会員 ２６件 １口 １,０００円 

（４）固定資産物品取得状況 

固定資産物品 台数 

プリンタ １  

シュレッダー １  

ネットワーク接続ハードディスク １  

合  計 ３  

（５）寄付物品取得状況（固定資産物品を除く） 

寄付物品 台数 

レスキューボードベンチ １  

合  計 １  

（６）物品貸出状況 

貸出物品 貸出数量 

車いす ２６０  

盲人用安全杖 ２３  

プロジェクター一式 ２  

合  計 ２８５  

（７）情報公開・個人情報保護の状況 

 ▽情報公開請求件数 ０件 

 ▽保有個人データの開示請求件数 １件（認知症総合支援事業１件） 

（８）苦情受付状況 

 ▽苦情受付件数 ０件 

（９）監査・調査状況 

監査・調査名 実施日 実施者 

橿原市社会福祉協議会地域包

括支援センター事業評価 
５月１０日 

橿原市地域包括支援センター及びかしはら

街の介護相談室事業評価会議 

雇用管理等に関する実態把握

調査 
１０月１１日 奈良労働局雇用環境・均等室 

（１０）研修生・実習生等受入状況 

学校名等 人数 日程 目的（研修名） 

奈良県立畝傍高等学校 １ ４月９日 
橿原市の在宅介護における社会資

源について 

奈良県医師会看護専門学校 
５ ６月１０日 社会福祉協議会及び地域包括支援

センターの事業について ６ ７月１５日 

天理大学人間学部人間関係学

科 
１ 

７月８日～ 

１０月１２日 
社会福祉士相談援助実習 

奈良県立医科大学医学部看護

学科 
３ ８月３１日 

社会福祉協議会及び地域包括支援

センターの事業について 



（１１）後援・協賛等の状況 

 ▽後援 

催 名 主 催 日 程 

秋の寺子屋 in 安心パーク「ド

ローンの機能と災害時活用を

知る～操作体験を通して～」 

橿原市 令和３年１０月３０日 

アンクルン音楽クラブ con 

brio コンサート～つなげよう 

音もこころも～ 

アンクルン音楽クラブ con brio 令和３年１２月４日 

第１５回赤い羽根歳末たすけ

あい新作カレンダーチャリテ

ィーバザー 

社会福祉法人奈良県共同募金会 令和３年１２月１０日～

１３日、１５日～１６日、

１８日～１９日、２２日～

２４日、令和４年１月５日

～９日 

かしはら みんなの日 

見上げてごらん！夜の空を！

Believe in dreams～夢を信じ

て～ 

橿原市自治委員連合会、橿原市 PTA

連合会 

令和４年１月１０日 

第４９回近畿ろうあ者体育大

会 

近畿ろうあ連盟 令和４年５月２１日～２

２日 

同志社大学法学研究会 同志

社夏季特別法律相談 

同志社大学法学研究会 同志社夏

季特別法律相談実行委員会 

令和４年８月２０日 

（１２）その他 

 ▽橿原青年会議所と「災害時における協力体制に関する協定」を締結（４月３０日） 

 ▽社協だより「いきいき」の発行 

   第６１号（令和３年７月）、第６２号（令和３年１０月）、第６３号（令和４年１月）、第６４号（令

和４年４月）を発行（「広報かしはら」に折込）する。 

 ▽ホームページによる情報発信 

   社協ホームページ http : //ww9.sakura.ne.jp/ 

 ▽奈良県いっせい地震行動訓練に参加（７月９日） 

 ▽一般職員採用試験の実施 

   令和４年４月１日採用に向けて社会福祉士１名を募集する。 

   第１次試験日 ９月１９日 

   第２次試験日 １１月８日 

 ▽健康診断の実施 

   ストレスチェック（９月２１日～３０日）２８名受検 

   VDT健康診断（１１月１１日、２５日）１２名受診 

   定期健康診断（１月１２日）６７名受診 

 ▽感謝状の贈呈 

   社会福祉の増進に尽力し、その功績が顕著な社協会員等に感謝状を贈呈する。 

   感謝状贈呈日 １１月３日 

   感謝状贈呈者 ５０名 

 ▽自衛消防訓練（避難訓練）の実施（２月２２日） 



 

役員会等事業（４０，８８４円） 

（１）主な収支状況 

 ホームヘルプサービス事業から繰入           ４０，８８４円〈収〉 

 理事会・評議員会等の開催にかかる事務費        ４０，８８４円〈支〉 

（２）理事会・評議員会・運営委員会開催状況 

区 分 回数 議案件数 延出席者数 

社会福祉協議会理事会（決議の省略を含む） ４ ２１ 
５５ 

（監事含む） 

社会福祉協議会評議員会 ２  ５ 
２６ 

（理事・監事含む） 

共同募金会橿原支会運営委員会（決議の省略

を含む） 
３  ５ 

４０ 

（監事含む） 

（３）委員会等開催状況 

区 分 回数 延出席者数 

社会福祉協議会監査 １  ３ 

評議員選任・解任委員会（決議の省略） １  ４ 

感謝状贈呈審査委員会 １  ４ 

職員採用試験委員会 ４ ２２ 

職員衛生委員会 ２ １８ 

共同募金会橿原支会監査 １  ３ 

  ※監査については、出席理事数を含む。 

（４）役員等研修状況 

 ▽理事・監事・評議員合同研修会 

   ※新型コロナウイルスの影響により中止 

 

地域福祉活動支援事業 

地域福祉活動支援事業（３，６５０，４７４円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（事業補助金）             １，５２０，０００円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入  １，７３２，５２９円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入              ４５７，５４３円〈収〉 

 善意銀行預託金事業から繰入             ８５６，０７７円〈収〉 

 地域福祉基金運営事業から繰入             ２８，６４９円〈収〉 

 小学校区地域福祉推進委員会への助成金      ３，２５２，５２９円〈支〉 

 広報・啓発費用                   １４５，５３０円〈支〉 

 その他地域福祉推進のための事務費          ２５２，４１５円〈支〉 

（２）各小学校区地域福祉推進委員会活動の支援 

 ▽各小学校区において地域福祉活動の中心となり、その充実が橿原市における地域福祉の発展につ

ながることから、同委員会の運営及び活動に対して助成し、支援する。 



 ▽子どもと地域との交流事業 

   子どもの参加を促し、“食”を通じた地域の交流を促進するとともに、その保護者の参加から次

世代の担い手の育成を図る。この取組に対して助成し、支援する。 

   ※新型コロナウイルスの影響により中止 

 ▽“緩やかな見守り”の推進 

   地域福祉推進委員会と自治会、民生委員・児童委員、地域住民等との連携を進めながら、日々

の生活の中で異変に気付いた場合に、関係団体や専門機関に相談・連絡するといった“緩やかな

見守り”を推進する。 

（３）市地域福祉推進連絡協議会との連携 

 ▽市内１６小学校区地域福祉推進委員会等で組織する市地域福祉推進連絡協議会との連携により、

校区間の情報の共有化を図り、地域福祉ネットワークを構築する。 

 橿原市地域福祉推進連絡協議会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

８月１０日 

（書面決議） 

議題 （１）令和２年度事業報告及び収支決算について 

   （２）令和３年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
１８ 

（４）第４期地域福祉推進計画（計画期間：令和元年度～令和５年度）の中間ヒアリング 

 ▽書面によるアンケート調査・ヒアリング調査等を実施する。 

   対象 １６小学校区地域福祉推進委員会 

   期間 １２月１０日～１月２１日 

（５）コミュニティ自動車の貸与 

 ▽地域福祉推進委員会が実施する活動や事業等へ利用者を送迎するため、社協の車両をコミュニテ

ィ自動車として貸与する。 

 利用状況 

車 種 貸与団体数 貸与日数 延利用者数 

キャラバン（１０人乗り） ３ ２６ ２９２ 

 

見守り活動支援事業 

見守り活動支援事業（１，６３４，０７７円） 

▽見守り活動支援事業 

  住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、一人暮らし高齢者等の見守りや安否確認等を

目的とした地域の見守り活動を支援する。 

  実施団体数 ８団体 

  実施対象者 延２１，５１９名 

  ※新型コロナウイルスの影響により一部の地域で５月、８月～３月の活動を休止 

▽ふれあい電話訪問サービス事業 

  高齢者世帯等に対し、ふれあい（話し相手や見守り等）のため、ボランティアによる電話訪問を

行う。 

  実施日 火曜日（午前１０時～午後３時）、金曜日（午前１０時～正午） 

  協力ボランティア  延２１８名   電話訪問件数 延９４５件 

  ※新型コロナウイルスの影響により５月、２月、３月の活動を休止。４月、６月～９月、１月の



活動を縮小。３月に様子伺いとして、ボランティアによる手書きのメッセージ（はがき）を利

用者へ送付 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入   １，６２１，７３１円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入                     １２，３４６円〈収〉 

 見守り活動にかかる事業費                  １，６２１，７３１円〈支〉 

 ふれあい電話訪問サービスにかかる事業費              １２，３４６円〈支〉 

 

ふれあいサロン事業 

ふれあいサロン事業（２，３２６，９２７円） 

▽住み慣れた地域でいきいきとした生活を送ることができるよう、６５歳以上の人を対象に、地区公

民館等において体操や手芸などの活動を行い、閉じこもりや心身機能の低下、要介護状態等への進

行を予防する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   ２，３２６，９２７円〈収〉 

 ふれあいサロン活動のための助成金       １，９０３，５６７円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １６９，７８５円〈支〉 

 その他事務費                   ２５３，５７５円〈支〉 

（２）ふれあいサロン実施状況（於：各地区公民館等） 

地区名 名    称 回数 延利用者数 開催日時 

真  菅 ますげいなほ会  ２２ ６１０
土曜日 

午前 9時～午前 11 時 30 分 

今  井 今井校区ふれあいサロン  ２２ ４８８
土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

新  沢 新沢地区ふれあいサロン   ９ １４０
火曜日 

午後 1時～午後 4時 

香久山 香久山地区ふれあいサロン  １５ ２９２
土曜日 

午後 1時～午後 4時 

晩  成 晩成ふれあいサロン  １８ ３６４
木曜日（第 5木曜日を除く） 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

畝傍南 畝傍南ふれあいサロン  １０ ２５５
第 2・第 4 水曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

畝傍北 畝傍北ふれあいサロン   ７ ２２４
第 1・第 3 木曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

白 橿 サロンしらかし広場  １３ ３００
金曜日（第 5金曜日を除く） 

午後 1時～午後 3時 

耳 成 ふれあいサロン耳成   ０ ０
月 1回開催 

開催ごとに異なる 

耳成南 
耳成南ふれあいサロン 

～イトヤキ会～ 
 １３ ４１０

第 2・第 4 日曜日 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

真菅北 真菅北ひまわりサロン  １６ ３５８
第 2・第 4 火曜日 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

鴨 公 
鴨公まほろばふれあい 

サロン 
  ４ １０８

第 4金曜日 

午前 10 時～正午 

合  計 １４９ ３,５４９  

  ※新型コロナウイルスの影響により感染症対策を講じて実施（中止、開催日時・場所の変更、参



加者の人数制限等）。サロンを中止した地区においても利用者とのつながりや見守りのための取

組（ビデオレター、様子伺いの手紙、川柳ボックスの設置等）を実施。開催日時については、

通常開催の場合の日時を記載 

（３）ふれあいサロンネットワーク会議実施状況 

  ※新型コロナウイルスの影響により中止 

 

家族介護者交流事業 

家族介護者交流事業（５０，０００円） 

▽要介護高齢者等を在宅で介護している家族の心身の負担を少しでも軽減するため、介護者同士の交

流や相談等を実施する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                        ５０，０００円〈収〉 

 広報・啓発費用                   ２４，２５５円〈支〉 

 その他事業費                    ２５，７４５円〈支〉 

（２）リフレッシュサロン 

 日時  第２金曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

 場所  保健福祉センター南館３階 講座室２ 

リフレッシュサロン実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

リフレッシュサロン ８ ２１ 

  ※新型コロナウイルスの影響により５月～７月の活動を中止 

 

ボランティア推進事業 

ボランティア推進事業（２，６３５，６９３円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入   １，３０４，５５３円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入              １１，１５０円〈収〉 

 ボランティア活動保険加入             ９９８，０００円〈収〉 

 ボランティア活動保険掛金             ９９８，０００円〈支〉 

 福祉教育推進校への助成金           １，０９１，０００円〈支〉 

 南都・松下等基金積立金ボランティア活動助成金   ２３７，９００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４８，５１０円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ２６０，２８３円〈支〉 

（２）災害ボランティアセンターの取組状況 

 ▽災害ボランティアセンター運営者研修会 

   ※新型コロナウイルスの影響により中止 

（３）福祉教育推進校（小学校１６校、中学校６校  計２２校） 

 ▽地域に根ざしたボランティア活動の実践を通じて福祉教育を推進することにより、児童・生徒の

社会福祉への理解と関心を深め、思いやりとやさしさを養う。 



   小学校・・・耳成、耳成南、耳成西、晩成、鴨公、香久山、畝傍南、畝傍東、畝傍北、白橿北、

白橿南、今井、真菅、真菅北、金橋、新沢 

   中学校・・・畝傍、橿原、光陽、白橿、大成、八木 

 ▽福祉教育の推進を図るため出前講座を実施する。 

 福祉教育プログラム実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

７月１３日 

対象 鴨公小学校３年生 

内容 地域福祉の取組について 

   ふれあいサロンを知ろう！ 

講師 地域福祉係職員 

   鴨公小学校区地域福祉推進委員会 木下
きのした

昌寛
まさひろ

 氏 

３７ 

（４）保険業務取扱状況 

 加入状況 

保険種別 件数 加入者数 金額（円） 

ボランティア活動保険 １８３ ２,６７４ ９９８,０００ 

ボランティア行事用保険 ３８ ３,０７０ ９１,６４４ 

福祉サービス総合補償 ３ 延４８５ ２０,５４０ 

送迎サービス補償 － － － 

社協の保険 １ ３０ ３３９,０３６ 

ふれあいサロン・社協行事傷害補償 ４ 延４,０７５ １１０,０２５ 

合  計 ２２９  １,５５９,２４５ 

 補償請求状況 

保険種別 件数 補償内容 

ボランティア活動保険 ４ けがの補償４件 

ボランティア行事用保険 １ 賠償責任の補償１件 

社協の保険 ２ けがの補償２件 

ふれあいサロン・社協行事傷害補償 １ けがの補償１件 

合  計 ８  

 

心配ごと相談事業 

心配ごと相談事業（９２４，５７４円） 

▽日常生活で生じる心配ごとや悩みについての相談に応じ、適切な助言・援助を行うことで、誰もが

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援する。 

  日時  火曜日 午前９時～正午（受付：午前１１時３０分まで） 

木曜日 午後１時～午後４時（受付：午後３時３０分まで） 

  場所  保健福祉センター南館３階 相談室１ 

（１）主な収支状況 

 市補助金（事業補助金）              ７０８，０００円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入             ２１６，５７４円〈収〉 

 相談員報酬等                   ９２４，５７４円〈支〉 



（２）心配ごと相談状況 （９９回開催・相談者９２名） 

区     分 直ちに解決 
再来を要す

る 

民生児童委

員を紹介 

他機関を紹

介 
その他 取扱延件数 

１ 生計        ４   ４ 

２ 年金        ０ 

３ 職業       １   １ 

４ 生業       １   １ 

５ 住宅       ８   ８ 

６ 家族      １１  １１ 

７ 結婚        １   １ 

８ 離婚     １     １１  １２ 

９ 健康       ３   ３ 

10 衛生        ０ 

11 医療        ０ 

12 精神衛生       ７   ７ 

13 人権        ０ 

14 法律   １      ３   ４ 

15 財産       ５   ５ 

16 事故        ０ 

17 児童福祉・母子保健       １   １ 

18 教育        ０ 

19 青少年        ０ 

20 心身障がい者(児)福祉       ２   ２ 

21 父子福祉        ０ 

22 母子福祉        ０ 

23 老人福祉       ７   ７ 

24 苦情       １   １ 

25 その他   １     ２５  ２６ 

合    計   ３   ０   ０   ０  ９１  ９４ 

  ※新型コロナウイルスの影響により５月の相談方法を変更（対面相談の中止） 

 

共同募金配分金事業 

共同募金配分金事業（８，７９０，６７６円） 

▽歳末施設訪問 

  地域歳末たすけあい助成金、善意銀行への指定寄付及び障がい者等支援基金積立資産の一部を財

源に、市内高齢者施設及び障がい者施設に歳末見舞金として配分する。 

 歳末見舞金 

 施設名 配分額（円） 

高
齢
者
施
設 

橿原園 ８０,０００ 

かなはし苑 ８０,０００ 

桃寿園 ８０,０００ 

香久山インパレス ８０,０００ 

橿原の郷 ８０,０００ 

ぽれぽれケアセンター白橿 ４０,０００ 

バンデ（絆） ８０,０００ 

花橿 ４０,０００ 



リンク橿原 ４０,０００ 

ケアステージみみなし ４０,０００ 

万葉テラス ４０,０００ 

大和三山 ４０,０００ 

鷺栖の里 ４０,０００ 

障
が
い
者
施
設 

あさひの ５０,０００ 

たけのこ園 ５０,０００ 

橿原市福祉作業所 ５０,０００ 

ステップあすか ５０,０００ 

生活支援センターはるかぜ ５０,０００ 

スクラム ５０,０００ 

合  計 １,０６０,０００ 

  ※地域歳末たすけあい助成金７６０，０００円、善意銀行への指定寄付１８５，７５２円、障が

い者等支援基金積立資産１１４，２４８円を活用 

（１）主な収支状況 

 地域助成金                  ６，５６５，２６９円〈収〉 

 地域歳末たすけあい助成金           ４，１３９，２０９円〈収〉 

 地域助成金の配分（自治会、民協等）      ２，０１６，４５５円〈支〉 

 歳末見舞金として配分               ７６０，０００円〈支〉 

 各事業に地域助成金の繰出           ２，６３５，０１２円〈支〉 

 各事業に地域歳末たすけあい助成金の繰出    ３，３５４，２６０円〈支〉 

 その他事務費                    ２４，９４９円〈支〉 

  ※令和３年度地域助成金の残額（３，８５２，４６５円）については、令和４年度へ繰越 

 

生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金貸付事業（１１，４２９，０００円） 

▽生活福祉資金貸付事業 

低所得者世帯や高齢者世帯、障がい者世帯等の生活を経済的に支えるとともに、在宅福祉の充実

や社会参加の促進を図ることを目的に、生活福祉資金の相談や貸付を行う。 

（１）主な収支状況 

 県社協受託金                １１，４２９，０００円〈収〉 

  内訳 生活福祉資金貸付等事務受託金        ３，５０９，０００円 

     臨時特例つなぎ資金貸付等事務受託金        ５３，０００円 

     生活福祉資金貸付等事務受託金（特例貸付分） ７，８６７，０００円 

 人件費                    ９，０６３，７３８円〈支〉 

 民生委員への生活福祉資金活動費用弁償       ３１５，０００円〈支〉 

 事務所使用料                   ４１３，４５９円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ２４，２５５円〈支〉 

 非常通報装置の設置                 ６２，０４０円〈支〉 

 固定資産取得費（プリンタ外２件）         ６７３，２００円〈支〉 

 その他事務費                   ８７７，３０８円〈支〉 



（２）生活福祉資金相談状況 

 相談件数  １，４０３件 

       内訳 総合支援資金８８２件 

          （生活支援費８８１件（生活支援費３件、新型コロナ特例貸付８７８件）、 

           住宅入居費１件、一時生活再建費０件）、 

          教育支援資金１２件、福祉資金３０件、不動産担保型生活資金２件、 

          緊急小口資金４６５件（緊急小口資金１２件、新型コロナ特例貸付４５３件）、 

          臨時特例つなぎ資金６件、その他６件 

（３）生活福祉資金貸付状況 

資金種別 件数 貸付金額（円） 

１．生活支援費 ９５９ ５０８,５９０,０００ 

 
（１）生活支援費 － － 

（２）新型コロナ特例貸付 ９５９ ５０８,５９０,０００ 

２．住宅入居費 － － 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 ９ ４,７２１,０００ 

５．福祉資金 ４ ２９３,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 ４０９ ７９,１１８,０００ 

 
（１）緊急小口資金 ６ ４４８,０００ 

（２）新型コロナ特例貸付 ４０３ ７８,６７０,０００  

８．臨時特例つなぎ資金 ５ １９０,０００ 

合    計 １,３８６ ５９２,９１２,０００ 

（４）生活福祉資金償還完了状況 

資金種別 件数 償還金額（円） 

１．生活支援費 ３ ３,３００,０００ 

２．住宅入居費 － － 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 ３３ ２９,４７２,０００ 

５．福祉資金 １０ ２,０１２,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 １３ １,３６０,０００ 

８．臨時特例つなぎ資金 ９ ５００,０００ 

９．離職者支援資金 － － 

合    計 ６８ ３６,６４４,０００ 

▽奈良県フードレスキュー事業 

  生活に窮迫した相談者に対して、寄り添い、安心・安定した生活に向けた相談支援につなげてい

けるよう、一時的に食料品の提供を行う。 

（１）実施状況 

 利用者数  ３名 

 支援食品数 ６７個（レトルトご飯、缶詰、中華雑炊） 

 



善意銀行運営事業 

善意銀行運営事業（８８３，３６５円） 

（１）主な収支状況 

 寄付金                      ７３３，０９３円〈収〉 

 歳末見舞金の一部として払出し           １８５，７５２円〈支〉 

 前年度の寄付金を目的に沿って各事業に繰出     ６９７，６１３円〈支〉 

（２）善意銀行運営状況 

区分 事 項 件数 金額（円） 

収入の部 

１．一般寄付 ３１ ４９２,６９７ 

２．指定寄付 ３３ ２４０,３９６ 

 

（１）地域福祉のために 

（２）在宅福祉のために 

（３）ボランティアのために 

（４）高齢者のために 

（５）障がい者のために 

１５ 

１ 

１ 

１ 

１５ 

３１,１００ 

１０,０１０ 

１０,５００ 

１０,０００ 

１７８,７８６ 

３．受取利息  １０ 

４．前年度からの繰越金  ８８３,３６５ 

合  計 (Ａ)  １,６１６,４６８ 

支出の部 

１． 歳末見舞金の一部として払出  １８５,７５２ 

２． 各事業に払出  ６９７,６１３ 

 

（１）地域福祉活動支援事業 

（２）見守り活動支援事業 

（３）ボランティア推進事業 

（４）心配ごと相談事業 

 

４５７,５４３ 

１２,３４６ 

１１,１５０ 

２１６,５７４ 

合  計 (Ｂ)  ８８３,３６５ 

差引合計 (Ａ)－(Ｂ)  ７３３,１０３ 

  ※差引合計７３３，１０３円については、令和４年度へ繰越 

 

善意銀行預託金事業 

善意銀行預託金事業（８５６，０７７円） 

（１）主な収支状況 

 地域福祉活動支援事業に繰出            ８５６，０７７円〈支〉 

 （令和３年度で事業が終了となるため残余資産を地域福祉活動支援事業に繰出） 

 

地域福祉基金運営事業 

地域福祉基金運営事業（２８，６４９円） 

（１）主な収支状況 

 地域福祉基金積立資産の運用利息           ２８，６４９円〈収〉 

 地域福祉活動支援事業に繰出             ２８，６４９円〈支〉 

（２）地域福祉基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 

合計 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 



 

障がい者等支援基金運営事業 

障がい者等支援基金運営事業（３６２，７５８円） 

（１）主な収支状況 

 障がい者等支援基金積立資産の取崩         ４００，０００円〈収〉 

 障がい者等地域活動団体への助成金         ２００，０００円〈支〉 

 歳末見舞金の一部として助成            １１４，２４８円〈支〉 

 法人後見事業に操出                 ４８，５１０円〈支〉 

（２）障がい者等支援基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ２９,５４０,０００ ０ ４００,０００ ２９,１４０,０００ 

合計 ２９,５４０,０００ ０ ４００,０００ ２９,１４０,０００ 

（３）障がい者等地域活動団体の支援 

 ▽障がい者等地域活動団体の事業活動やその運営に対して助成し、支援する。 

団体名 助成事業の内容 助成金額（円） 

アンクルン音楽クラブ con brio 障害者・児の音楽、余暇活動 ６０,０００ 

スノーキャンパス ひとりじゃないよ 発達凸凹子育て １００,０００ 

高齢聴覚障がい者の集い「すみれの会」 高齢聴覚障がい者の交流・ふれ合い ４０,０００ 

 

法人後見事業 

法人後見事業（４８，５１０円） 

▽認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な人に対し、社協が成年後見

人等となり、成年被後見人等の財産管理や身上保護を行い、その権利を擁護する。 

（１）主な収支状況 

 障がい者等支援基金運営事業から繰入         ４８，５１０円〈収〉 

 広報・啓発費用                   ４８，５１０円〈支〉 

（２）実施状況 

 受任件数  ２件（後見１件、保佐１件、補助０件）（令和４年３月３１日現在） 

 支援時間数 ０時間 

 相談援助件数（利用者からの相談） ０件 

 受任状況 

  新規件数 ２件（後見１件、保佐１件、補助０件） 

  終了件数 ０件（後見０件、保佐０件、補助０件） 

 相談状況 

内  容 件数 

成年後見制度について ２ 

申立て等について ０ 

合  計 ２ 

（３）成年後見講座実施状況 

  ※新型コロナウイルスの影響により中止 



 

日常生活自立支援事業 

日常生活自立支援事業（９９６，３４８円） 

▽認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な人の権利を擁護するととも

に、福祉サービスの利用援助や日常生活の相談、金銭管理などの援助を行うことで、地域で安心し

て生活ができるよう支援する。 

（１）主な収支状況 

 県社協助成金                   ４７１，７４８円〈収〉 

 利用者負担金                   ５２４，６００円〈収〉 

 生活支援員人件費                 ５９６，３０７円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ７２，７６５円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ３２７，２７６円〈支〉 

（２）実施状況 

 契約者数  ３６名（令和４年３月３１日現在） 

 支援時間数 ６８３時間 

 相談援助件数（利用者からの相談） ８８５件 

 契約状況 

  新規件数 １０件 

  終了件数 ９件 

 相談状況 

内  容 件数 

制度・事業について １５ 

初回相談 ２４ 

合  計 ３９ 

（３）生活支援員連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

３月２４日 ケース検討会 ５ 

 

訪問介護事業 

訪問介護事業（３４，８７７，９８１円） 

▽要介護者へのホームヘルプサービス 

  要介護状態にある高齢者等（利用者）の心身の特性を踏まえ、利用者が可能な限りその居宅におい

て、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護そ

の他の生活全般にわたる援助を行う。 

▽要支援者へのホームヘルプサービス 

  要支援状態にある高齢者等（利用者）に対し、適切な第一号訪問事業を提供する。利用者が可能な

限りその居宅において、要支援状態の維持・改善と、要介護状態への予防をし、自立した日常生活を

営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護その他の生活全般にわたる援助を行う。 



（１）主な収支状況 

 介護保険収入                ２３，２５６，４１０円〈収〉 

 総合事業収入                 ７，８７２，５５８円〈収〉 

 利用者負担金（要介護）            ２，７５３，９７８円〈収〉 

 利用者負担金（要支援）              ９８７，０５５円〈収〉 

 職員、嘱託職員、ヘルパー人件費       ２４，２６１，５９２円〈支〉 

 事務所使用料                   ４１３，４５９円〈支〉 

 訪問介護システム利用料               ９２，４００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４８，５１０円〈支〉 

 ヘルパーユニフォーム購入費用           ８３１，６００円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費    １，２３０，４２０円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業・役員会等事業）に繰出    ８，０００，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣（訪問介護）実施状況 

 活動者数 利用者数 生活援助（時間） 身体生活（時間） 身体介護（時間） 

４月  ２８  ４０ １４２ ３３０.５ １８３.５ 

５月  ２３  ３９ １２８ ３２６ １７０.５ 

６月  ２５  ３８ １３７.５ ３３４ １６９ 

７月  ２８  ３７ １７６ ３３９.５ １８２ 

８月  ２８  ３６ １６７.５ ３５７.５ １５９.５ 

９月  ３０  ４０ １７９.５ ３３６.５ １７０ 

１０月  ３０  ４０ １９０.５ ３００ １６１ 

１１月  ２７  ３８ １８９.５ ２８８.５ １６１.５ 

１２月  ２６  ３９ １７０.５ ２５６ １７０.５ 

１月  ３０  ３５ １６２.５ ２６４ １７０ 

２月  ２８  ３４ １３５.５ ２５７ １６２ 

３月  ２８  ３４ １７４ ３０９ １６１ 

合計 ３３１ ４５０ １,９５３ ３,６９８.５ ２,０２０.５ 

（３）ヘルパー派遣（第一号訪問）実施状況 

 活動者数 利用者数 活動時間（時間） 

４月  ２７  ５０ ２２３ 

５月  ３０  ５２ ２２８ 

６月  ２９  ５３ ２５４.５ 

７月  ３０  ５３ ２５７ 

８月  ２８  ５１ ２２６.５ 

９月  ３０  ５０ ２４５.５ 

１０月  ３１  ５２ ２３７.５ 

１１月  ２９  ５４ ２４９.５ 

１２月  ３０  ５７ ２４６.５ 

１月  ２９  ５６ ２４８.５ 

２月  ２６  ５６ ２４５.５ 

３月  ２８  ５４ ２８９ 

合計 ３４７ ６３８ ２,９５１ 



（４）ヘルパー定例会（研修）実施状況  

 ▽サービスの質の向上と社協職員としての資質の向上を目的に実施する。 

開催日 内 容 参加者数 

６月２３日 認知症について １４ 

１１月２４日 虐待防止について １８ 

１２月２３日 介護技術向上研修 １３ 

３月２３日 
永年勤続ヘルパーに対する感謝状贈呈、ヒヤリハットについ

ての検証 
２６ 

 

障害福祉サービス事業 

障害福祉サービス事業（１３，１３１，９２３円） 

▽障がい者（児）へのホームヘルプサービス 

  ①居宅介護事業   障がい者の居宅において、身体介護や家事援助、生活上の相談を行うほか、

通院時に必要な介助を行う。 

  ②重度訪問介護事業 重度の肢体不自由者で、常時介護を必要とする人の身体介護や家事援助、移

動の介護、見守り等生活全般を支援する。 

  ③同行援護事業   視覚障がい者の外出に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動

の援護等を行う。 

（１）主な収支状況 

 居宅介護給付費収入              ８，２３７，６７１円〈収〉 

 重度訪問介護給付費収入              ８１９，４２０円〈収〉 

 同行援護給付費収入              ３，８０６，８７８円〈収〉 

 利用者負担金                   ２４９，９６３円〈収〉 

 嘱託職員、ヘルパー人件費          １１，８９６，９５５円〈支〉 

 事務所使用料                   ２０６，７３０円〈支〉 

 障害福祉システム利用料              １３２，０００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ４８，５１０円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費      １９７，７２８円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ６５０，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣実施状況 

 
活動

者数 

利用

者数 

身体介護 

（時間） 

家事援助 

（時間） 

通院介護 

（時間） 
重度訪問

介護 

（時間） 

同行援護 

（時間） 

※介護を 

伴わない 
※介護を 

伴わない 

※介護を 

伴う 

４月  ２８  ３３  ７ ３０６ １３.５  ０  ２６.５ １１２.５ 

５月  ２６  ３３  ４ ２９８.５ １１  ７.５  ２９  ７４.５ 

６月  ２６  ３５  ６.５ ３０６.５ １１.５  ５  ３４ １４５.５ 

７月  ２８  ３５  ７ ３３５.５  ８  ０  ３１ １２３.５ 

８月  ２８  ３４  ４ ２９５  ７  ２.５  ３３ １１２ 

９月  ２８  ３４  ４.５ ３２４.５ １１.５  ０  ３２  ８８ 

１０月  ２９  ３５  ６.５ ３１７.５  ６  ２.５  ３２ １０９.５ 

１１月  ２６  ３６  ５ ３１４  ２.５  ３.５  ３２ １１８ 

１２月  ２５  ３５  ４ ２９３  ８  ０  ３９ １０４.５ 



１月  ２５  ３４  ０ ２９７.５  １  ０  ３３ １００ 

２月  ２４  ３２  ０ ２８９  １  ３  ３１  ８７.５ 

３月  ２８  ３３  ３ ３３３.５  ８  ０  ３５ １１０ 

合計 ３２１ ４０９ ５１.５ ３,７１０.５ ８９ ２４ ３８７.５ １,２８５.５ 

 

移動支援事業 

移動支援事業（１，７５４，０２２円） 

▽移動支援事業の受託 

  障がい者（児）が安心して社会活動に参加できるよう移動支援サービスを提供する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   １，７６９，１３９円〈収〉 

 利用者負担金                    ２３，３７１円〈収〉 

 ヘルパー人件費                １，０８６，８１３円〈支〉 

 その他事業費・事務費               ２６７，２０９円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ４００，０００円〈支〉 

（２）ヘルパー派遣実施状況 

 活動者数 利用者数 

移動支援 

単独保障型 

（時間） 

移動支援 

単独補助型 

（時間） 

移動支援 

単独介護型 

（時間） 

４月  ８   ７ ３１  ６ １１.５ 

５月  ８   ８ ５９.５  ６ １０.５ 

６月  ８   ９ ６２.５  ５.５ １１ 

７月  ８   ９ ７０  ７ １２ 

８月  ７   ９ ５７  ５ １０.５ 

９月  ７   ９ ５７  ６ １５ 

１０月  ７   ８ ６３  ６ １２ 

１１月  ６   ８ ５１.５  ５ １２ 

１２月  ９   ９ ７０.５  ５.５ １２ 

１月  ７   ８ ５１  ４.５ １１ 

２月  ８   ９ ５６  ６ １０.５ 

３月  ８  １０ ５０  ５ １０ 

合計 ９１ １０３ ６７９ ６７.５ １３８ 

 

包括的支援事業 

包括的支援事業（１０３，１６３，４１７円） 

▽地域の高齢者等の心身の健康保持及び生活の安定のために必要な援助を行い、地域の保健医療の向

上及び福祉の増進を包括的に支援する。 

▽地域包括支援センターに保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等を配置し、それぞれが連携を

図ることにより、地域で暮らす高齢者の介護・福祉・健康・医療など様々な悩み・疑問・相談ごと

に総合的に対応する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                     １０３，１４０，２３４円〈収〉 

 介護予防支援事業から繰入                  ２３，１８３円〈収〉 

 人件費                       ５５，１１７，７３４円〈支〉 



 かしはら街の介護相談室委託費            ４２，６００，０００円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等           ９５８，６１０円〈支〉 

 事務所使用料                     ２，０６７，２９８円〈支〉 

 広報・啓発費用                      ２９１，０６０円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                    １０４，９００円〈支〉 

 その他地域包括支援センター運営にかかる事務費・事業費 ２，０２３，８１５円〈支〉 

（２）総合相談・支援事業 

 ▽高齢者やその家族等から様々な相談を受け、高齢者などが抱える生活課題を的確に把握し、保健・

医療・福祉の各種サービスが受けられるように支援する。 

 相談状況 

区 分 件数 

介護保険 １,７７６ 

認知症 １,０４８ 

虐待 １８３ 

病気 ４３ 

医療 １４１ 

家族 ３２ 

権利擁護 ４６ 

生活資金 １９ 

介護予防 １０ 

日常生活 ２４４ 

ケアマネ支援 ３８ 

その他 ６７ 

合 計 ３,６４７ 

  ※認知症の件数には、後述の認知症地域支援推進員と認知症初期集中支援チームの相談件数を含

む。 

（３）権利擁護事業 

 ▽高齢者の虐待防止、早期発見、早期対応などを行うとともに、成年後見制度等の利用促進を支援

する。 

 相談状況 

 虐待 権利擁護 合計 

延対応件数 １８３ ４６ ２２９ 

実人数  ２４ ２０  ４４ 

  ※延対応件数は、前述の総合相談・支援事業の相談状況の件数を再掲 

 ▽支援困難事案の情報を共有し解決に向けた検討や、高齢者虐待事案に対する判定を目的に会議を

開催する。 

 困難ケース検討会・高齢者虐待判定会議実施状況 

名  称 回数 

困難ケース検討会・高齢者虐待判定会議 １２ 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

 ▽利用者がどのような状況にあっても、住み慣れた地域で暮らすことができるよう関係機関と連携

し、継続的に支援できるよう努める。また、地域のケアマネジャーが抱える困難事例等の相談に



応じ、より質の高いケアマネジメントができるようケアマネジャー同士のネットワークづくりを

支援する。 

 ▽居宅介護支援事業所のケアマネジャーを対象にハイブリッド形式で研修会を実施する。 

 ケアマネジャー支援研修会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

９月１４日 

【第１部】 

内容 短期集中予防サービスの活用について 

講師 平成まほろば病院訪問リハビリテーション 

    理学療法士 山本
やまもと

和典
かずのり

 氏 

   橿原市福祉部地域包括支援課 担当職員 

【第２部】 

内容 自立支援地域ケア会議について 

講師 地域包括支援センター職員 

 ７３ 

１０月２６日 

内容 事例から考える権利擁護支援 

   ～“利用者を守る・自身を守る”業務に活かそう法律上の

知識～ 

講師 奈良総合法律事務所 弁護士 佐々木
さ さ き

育子
い く こ

 氏 

 ７９ 

３月１日 

内容 本人がやる気になるための利用者理解 

   ～対人援助のプロセスについて～ 

講師 兵庫県対人援助研究所 主宰 稲松
いなまつ

真人
ま こ と

 氏 

 ５２ 

合  計 ２０４ 

（５）かしはら街の介護相談室との連携 

 ▽社会福祉法人や医療法人の協力を得て設置しているかしはら街の介護相談室との連携を図り、地

域における高齢者の総合相談窓口として、より一層の充実を目指す。 

 かしはら街の介護相談室（小学校区） 

小学校区 事業者名 小学校区 事業者名 

耳成 橿原の郷 白橿南 桃寿園 

耳成南 バンデ（絆） 白橿北 ぽれぽれケアセンター白橿 

晩成 あすならホーム畝傍 今井 ぽれぽれ八木西スクエア 

鴨公 大和三山 真菅 ぽれぽれ八木西スクエア 

香久山 香久山インパレス 真菅北 橿原の郷 

畝傍東 大和三山 耳成西 橿原の郷 

畝傍南 橿原園 金橋 かなはし苑 

畝傍北 あすならホーム畝傍 新沢 西井クリニック 

 かしはら街の介護相談室（中学校区）※令和３年９月まで 

中学校区 事業者名 中学校区 事業者名 

八木（北） 大和三山 大成 かなはし苑 

八木（南） 香久山インパレス 橿原 橿原の郷 

畝傍 平成まほろば病院 光陽 桃寿園 

白橿 橿原園  

 ▽地域包括ケアシステムの実現を目指し、研修会の開催や情報の共有などの連携を図るため、ブラ

ンチ連絡会を開催する。 



 ブランチ連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

４月２０日 今後の業務について 他  ３２ 

８月１７日 基本チェックリストについて 他  ２７ 

９月２１日 認知症地域支援推進員との連携について 他  ３５ 

１１月１６日 生活支援地域ケア会議の進捗状況について 他  ２８ 

３月１５日 令和４年度の業務について 他  ２７ 

合  計 １４９ 

 ▽かしはら街の介護相談室事業評価に係る現地調査の実施 

   対象 かしはら街の介護相談室を受託する１０法人 

   期間 ２月１５日～２月２２日 

（６）地域ケア会議 

 ▽医療機関や介護サービス事業者などの関係者が連携を図り、在宅医療と介護サービスを一体的に

提供する体制の構築を目的に、中学校区レベルで開催される「在宅医療・介護連携地域ケア会議」

（４月～９月）、「多職種交流勉強会」（１０月～３月）に参加する。 

 日常生活圏域レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 

在宅医療・介護連携地域ケア会議 ７ 

多職種交流勉強会 ４ 

 ▽ケアマネジャーや地域住民等から報告される個別の支援困難事案の解決に向けた検討や、地域の

支援体制の構築を目的に、「個別レベル地域ケア会議」を開催（参加）する。 

 ▽専門職等がケアマネジメントのプロセスに関与し、多職種において課題及び背景・原因の分析を

より深め、要支援者等の自立支援の検討のため、「自立支援地域ケア会議」を開催（参加）する。 

 個別レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 

個別レベル地域ケア会議 １０ 

自立支援地域ケア会議 １６ 

 

認知症総合支援事業（７，４３２，７００円） 

▽地域包括支援センターに認知症地域支援推進員(認知症の専門相談員)を配置し、認知症疾患医療セ

ンターやかかりつけ医と連携することで、医療と介護の切れ目のないサービスを提供するとともに、

地域ケアに対する専門的な支援を行う。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                      ７，４３２，７００円〈収〉 

 人件費                       ６，５２９，５２１円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等           ６３，９０７円〈支〉 

 事務所使用料                      ２０６，７３０円〈支〉 

 広報・啓発費用                     １４５，５３０円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                   １０４，９００円〈支〉 

 その他認知症関係事業費                 ３８２，１１２円〈支〉 



（２）認知症地域支援推進員の配置 

 ▽認知症地域支援推進員を配置し、認知症の人やその家族を支援するための相談対応を行う。また、

認知症疾患医療センターやかかりつけ医、かしはら街の介護相談室などの関係機関と連携し、専

門医の受診や介護サービスの利用などにつなぐための支援を行う。 

   相談件数７８４件（実人数１０７名） 

（３）認知症初期集中支援チームの設置 

 ▽認知症の早期診断・早期対応を促進するため、複数の専門職で構成する認知症初期集中支援チー

ムを設置し、専門医を含むチーム員会議において支援方針を検討する。 

   相談件数１５１件（実人数４名） 

 認知症初期集中支援チーム員会議実施状況 

名   称 回数 検討件数 

認知症初期集中支援チーム員会議 ２ ６ 

（４）オレンジカフェの開催 

 ▽認知症の人やその家族が集まって、悩みを話したり、介護の情報を得たりする交流の場として「オ

レンジカフェ（認知症カフェ）」を開催する。 

   日時  第３水曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

   場所  保健福祉センター南館３階 講座室１ 

 オレンジカフェ開催状況 

名   称 回数 延参加者数 

オレンジカフェ（認知症カフェ） １１ １１５ 

  ※新型コロナウイルスの影響により、感染症対策を講じて実施（事前申込制） 

 

生活支援体制整備事業（１，２７２，０００円） 

▽高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備の推進と、提供体制の構築に向け、生活支援コー

ディネーターを配置する。 

▽社会資源の把握のため、かしはら街の介護相談室と連携して、高齢者にとって日常生活に役立つ次

の情報を調査し、冊子として作成・更新する。 

・買い物支援サービス実施店 

・高齢者の地域の居場所 

・訪問理美容店舗 

▽かしはら街の介護相談室の協力を得て、各町の地域特性などの情報を収集し、現状や課題を分析す

るための「町ごとのアセスメントシート」を作成・更新する。 

▽かしはら街の介護相談室の生活支援コーディネーターと連携を図り、小学校区の現状や課題を地域

住民と共有するとともに、解決に向けた検討のため、見守り・居場所づくり・つながりづくり等を

テーマに、小学校区レベルで開催される「生活支援地域ケア会議」に参加する。 

 日常生活圏域レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

生活支援地域ケア会議 １６ １７２ 

（１）主な収支状況 

 市受託金                    １，２７２，０００円〈収〉 



 人件費                     １，０８０，７１０円〈支〉 

 広報・啓発費用                    ４８，５１０円〈支〉 

 生活支援サービスの体制づくりのための事業費     １４２，７８０円〈支〉 

 

介護予防支援事業 

介護予防支援事業（９，６１３，０９１円） 

▽第一号介護予防支援 

  要支援者や近い将来要支援・要介護状態となるおそれのある高齢者が、介護予防及び生活支援を

目的に、心身の状況等に応じて適切な事業が提供されるよう、介護予防ケアマネジメントプランを

作成するとともに、その計画に基づくサービスの提供が確保されるよう、関係機関との連絡調整な

どを行う。 

▽指定介護予防支援 

  要支援者が、介護予防サービス等の適切な利用を行うことができるよう、介護予防ケアプランを

作成するとともに、その計画に基づく介護予防サービスの提供が確保されるよう、関係機関との連

絡調整などを行う。また、公正中立なケアマネジメントの確保や平時から医療機関との連携に努め

る。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                 ５，５１８，６２１円〈収〉 

 総合事業収入                 ４，０８７，９３１円〈収〉 

 人件費                    ８，４２８，５５４円〈支〉 

 介護予防支援システム保守料等           １２７，８１５円〈支〉 

 事務所使用料                   ２０６，７３０円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事務費・事業費      ８２６，８０９円〈支〉 

 包括的支援事業に操出                ２３，１８３円〈支〉 

（２）実施状況 

 委託契約事業所件数 ６８件（令和４年３月３１日現在） 

 介護予防ケアマネジメント Aプラン作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 １ ４０ ４１ ２５ ５６２ ５８７ ６２８ 

５月 １ ４１ ４２ ２０ ５８４ ６０４ ６４６ 

６月 ０ ３９ ３９ ２７ ５７９ ６０６ ６４５ 

７月 ０ ３８ ３８ １９ ５８３ ６０２ ６４０ 

８月 ０ ３７ ３７ １８ ５６３ ５８１ ６１８ 

９月 ０ ３５ ３５ １１ ５６５ ５７６ ６１１ 

１０月 ０ ３２ ３２ ２４ ５５０ ５７４ ６０６ 

１１月 １ ３３ ３４ ３７ ５５６ ５９３ ６２７ 

１２月 ０ ３０ ３０ ２７ ５５８ ５８５ ６１５ 

１月 ０ ２４ ２４ １７ ５４６ ５６３ ５８７ 

２月 ０ ２１ ２１ ２０ ５５２ ５７２ ５９３ 

３月 ０ ２３ ２３ １８ ５５５ ５７３ ５９６ 

合計 ３ ３９３ ３９６ ２６３ ６,７５３ ７,０１６ ７,４１２ 



 介護予防ケアマネジメント Bプラン作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ １２ １２ １ ９ １０ ２２ 

５月 ０ １５ １５ １ １２ １３ ２８ 

６月 ０ １４ １４ ２ １６ １８ ３２ 

７月 ０ １４ １４ ０ １７ １７ ３１ 

８月 ０ １３ １３ ０ １６ １６ ２９ 

９月 ０ １３ １３ ０ １３ １３ ２６ 

１０月 ０ １３ １３ ２ １３ １５ ２８ 

１１月 ０ １３ １３ １ １６ １７ ３０ 

１２月 ０ １３ １３ ０ １５ １５ ２８ 

１月 ０ １３ １３ １ １３ １４ ２７ 

２月 ０ １３ １３ ０ １３ １３ ２６ 

３月 ０ １２ １２ １ １３ １４ ２６ 

合計 ０ １５８ １５８ ９ １６６ １７５ ３３３ 

 介護予防ケアプラン作成給付管理実施状況 

 
地域包括支援センター 委託事業所 

合計 
新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ ５０ ５０ ３１ ８６３ ８９４ ９４４ 

５月 ０ ４９ ４９ ２３ ８９５ ９１８ ９６７ 

６月 ０ ４４ ４４ ２１ ９０８ ９２９ ９７３ 

７月 ０ ４２ ４２ ３３ ８９５ ９２８ ９７０ 

８月 ０ ３９ ３９ ２７ ９２３ ９５０ ９８９ 

９月 ０ ４０ ４０ ２５ ９３７ ９６２ １,００２ 

１０月 ０ ３９ ３９ ３２ ９４２ ９７４ １,０１３ 

１１月 ０ ３７ ３７ ２８ ９５６ ９８４ １,０２１ 

１２月 ０ ３９ ３９ ３６ ９３４ ９７０ １,００９ 

１月 ０ ３８ ３８ ２６ ９５０ ９７６ １,０１４ 

２月 ０ ３５ ３５ ３８ ９５６ ９９４ １,０２９ 

３月 １ ３３ ３４ ２９ ９８６ １,０１５ １,０４９ 

合計 １ ４８５ ４８６ ３４９ １１,１４５ １１,４９４ １１,９８０ 

 

（注釈） 

サービス区分名 

事業名（決算額） 

 決算額には、拠点区分資金収支明細書（別紙３（⑩））における当該事業の事業活動による収支、施

設整備等による収支、その他の活動による収支のそれぞれの支出額の内部取引消去前の合計額を記載 

 〈収〉は収入 

 〈支〉は支出 


